
学校番号 ３１２ 

令和２年度 外国語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 コミュニケーション英語Ⅱ ３ 第２学年 

・桐原書店「World Trek 

CommunicationⅡ」 

・桐原書店「World Trek 

CommunicationⅡ Work Book」 

・美誠社「WordBox Advanced」 

・数研出版社「Listening Laboratory 

Standard β 」 

・数研出版社「Jet Reading Level 2」 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

     ・英語はスポーツであるという考えを基に、オーバーラッピングやシャドウィングを駆使して、リプロダクションやリテ

リングを目標にします。心と身体を精一杯用いて、コミュニケーションをとるよう心がけましょう。 

・コミュニケーション英語Ⅱは「話すこと（アウトプット）」「書くこと」、「聞くこと（インプット）」、「読むこと」とい

う４技能の力をつける授業です。言語活動を多く行うことで、英語そのものに慣れ親しんでもらいます。授業では活動に

積極的に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については、特に語順に注意を払い、インプット・アオウトプット共に、段階を踏んで力を上げてい

きます。英語の情報・意味を伝える語順を身体に染み込ませていきます。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習のひとつです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、イメージをも

ちながら、聞いている人にきちんと伝わるような音読を心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（３単位） 

及び「英語表現Ⅱ」（３単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した副教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 

・聞いたり読ん

だりしたこと、

学んだことや経

験 したことに基

づき 、考えなど

について、意見

の交換をしたり

することができ

る。  

・事実に基づい

て自分の意見を

述べることがで

きる。 

・リズムやイン

トネーションな

どの英語の音声

的な特徴，話す

速度，声の大き

さなどに注意し

コミュニ

ケーショ

ン英語Ⅱ・

英語表現

Ⅱ 

インタビ

ューテス

ト  

スピーチ 

・聞いたり読んだり

したこと、学んだ

ことや経験 した

ことに基づき、考

えなどについて、

意見を簡潔に書く

ことができる。  

・すでに学習した文

法や表現を正しく

用いて文章を書く

ことができる。 

コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ

ン英語Ⅱ・

英 語 表 現

Ⅱ 

定期考査 

レポート 

・事物に関する紹 

介や対話などを 

聞いて、情報や 

考えなどの概要 

をとらえること 

ができる。  

・事物に関する紹 

介や対話などを 

聞いて、必要な

情報などをとら

えることができ 

る。  

・リズムやイント

ネーションなど

の英語の音声的

な特徴に注意し

ながら聞こうと

することができ

る． 

コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ

英語Ⅱ・英

語表現Ⅱ 

リ ス ニ ン

グテスト 

・説明や物語

などを読ん

で、情報や

考えなどの

概要をとら

えることが 

できる。  

・説明や物語

などを読ん

で、情報や

考えなどの

要点や詳細

をとらえる

ことができ

る。 

・内容の要点

を示す語句

や文，つな

がりを示す

コミュニ

ケーショ

ン英語Ⅱ・

英語表現

Ⅱ.音読テ

スト 

定期考査

レポート 



ながら話そうと

することができ

る． 

語句などを

意識しなが

ら読むこと

ができる 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識・理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

持ち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目標

を明確に評価できる方法で実

施。 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目標

を的確に評価できる方法で実

施。 

英語やその運用についての知

識を身につけているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に判断できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

 

 

 

 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

( 10 時間) 

日本、英国、フィ

ンランド、ニュ

ージランドの風

土や風習につい

て読み，その違

いや特徴を理解

する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら音読や会話を続

ける。 

・世界各地の風土や風習

について読み，その違

いや特徴を理解しよう

としている。 

・クラスメイトと一番好

きな月について情報交

換しようとしている。 

・ペアワークについ

て、お互いに協力

しながら、音読や

会話を続けてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・教科書の要約などを

使って、レッスンの

要約が書け、口頭で

リプロダクションで

きるようにする。 

・チャートを使って，挨

拶をするときの重要な

要素について説明す

る。 

・自分の好きな月につい

て，その理由や関連す

る情報をまとめる。 

・イラストを使って

本文の内容を説明

することができ

る。 

・自分の好きな月に

ついて，その理由

や関連する情報を

表にまとめて，ク

ラスで情報交換す

ることができる。 

下記の教科書のパー

トを利用して言語活

動を観察する。 

・Story Review 

・Communication 

Task 

「外国語理解の能力」 

世界各地の風土や風習

について読み，その違

いや特徴を理解する。 

・セクションごとに、サ

マリーチャートを使い

ながら、本文内容の概

要を把握する。 

・日本での 4 月は新

しい学年が始まる月

であるのに対し，英

国での学年の始まり

は 9 月で，4 月はイ

ースターを祝う月で

あることを読み取る

ことができる。 

・フィンランドの 4

月は冬で一面雪景色

である一方，タイの

4 月は 1 年で最も暑

く，旧暦の新年を祝

う月であることを読

み取ることができ

る。 

・ニュージーランド

の 4 月は秋で，紅葉

の景色や収穫祭を楽

しむことができる月

であり，同じ月でも

世界各国で多様な風

土・風習があること

を読み取ることがで

きる。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・S＋V＋C 

・S＋V＋O 
・S＋V＋O＋O 

・本文で用いられている

意味や用法を確認す

る。 

下記の文型を理解して

いる 
・S＋V＋C 
・S＋V＋O 

・S＋V＋O＋O 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆答テ

ストにおいて、知

識が身についてい

るかを判断する。 

Lesson 2 

( 10 時間) 

水族館の展示や

生物についての

対話を読み，そ

こに込められた

工夫や思いにつ

いて理解する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら音読や会話を続

ける。 

・セクションごとに音読

したり内容に対する感

想や意見について話

し、ペアで伝え合う。 

・ペアワークについ

て、お互いに協力

しながら、音読や

会話を続けてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 



 

  

・教科書の要約などを

使って、レッスンの

要約が書け、口頭で

リプロダクションで

きるようにする。 

・観光客に薦めたい施

設ついて述べる 

・教科書の要約などを利

用して、ペアでセクシ

ョンごとに概要を把握

し伝え合う。 

・観光案内人と観光客の

役になり，観光客に薦

めたい施設について対

話を演じる 

・観光案内人と観光

客の役になり，観

光客に薦めたい施

設について対話を

演じることができ

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・スピーチ原稿を提

出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

・本物の海中さながら

の水族館の様子を想像

しながら，水槽内のさ

まざまな生き物は互い

に傷つけないよう慎重

に選別されていること

を読み取る。 

・巨大な水槽の設置や

水槽内の水の確保，ま

た水槽内の光景の作り

込みについて知り，来

館者に自然な状態の魚

を見てもらうための中

村さんたちの努力や熱

意を読み取る 

・水族館とは，あらゆ

る年代が楽しめ，自然

の不思議を体感し，生

物共存に気づかせてく

れる場であることを読

み取ることができる。 

・セクションごとに、サ

マリーチャートを使い

ながら、本文内容の概

要を把握する。 

・本物の海中さなが

らの水族館の様子を

想像しながら，水槽

内のさまざまな生き

物は互いに傷つけな

いよう慎重に選別さ

れていることを読み

取ることができる 

・巨大な水槽の設置

や水槽内の水の確

保，また水槽内の光

景の作り込みについ

て知り，来館者に自

然な状態の魚を見て

もらうための中村さ

んたちの努力や熱意

を読み取ることがで

きる。 

・水族館とは，あら

ゆる年代が楽しめ，

自然の不思議を体感

し，生物共存に気づ

かせてくれる場であ

ることを読み取るこ

とができる。 

 

 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解を問う出

題により、内容理

解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・S＋V＋O＋C(＝現在分
詞) 

・S＋V＋O＋C(＝動詞の
原形) 
・S＋V＋O＋C(＝過去分

詞） 
 

・本文で用いられている

意味や用法を確認す

る。 

下記の文型を理解して
いる 

・S＋V＋O＋C(＝現在
分詞) 
・S＋V＋O＋C(＝動詞

の原形) 
・S＋V＋O＋C(＝過去
分詞） 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆答テ

ストにおいて、知

識が身についてい

るかを判断する。 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3 

( 10 時間) 

「ジュリエットクラ

ブ」の活動を通し

て，悩みを打ち

明ける人々や，

悩 みに答 え る

人々の心理を読

む。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら音読や会話を続

ける。 

・セクションごとに音読

したり内容に対する感

想や意見について話

し、ペアで伝え合う。 

・ペアワークについ

て、お互いに協力

しながら、音読や

会話を続けてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・教科書の要約などを

使って、レッスンの

要約が書け、口頭で

リプロダクションで

きるようにする。 

・ジュリエットへの手紙

について説明する 

・教科書の要約などを利

用して、ペアでセクシ

ョンごとに概要を把握

し伝え合う。 

・イラストを使って，ジュリ

エットに悩みを相談し合

う 

・イラストを使って

本文の内容を英語

で説明することが

できる。 

・ジュリエットに悩みを

相談する手紙を書く 

下記の教科書のパー

トを利用して言語

活動を観察する。 

・Story Review 

・Communication 

Task 

手紙を提出させ、そ

の内容を取り組み

状況の判断材料と

して活用する 

「外国語理解の能力」 

・『ロミオとジュリエ

ット』のヒロイン，ジ

ュリエット宛に送られ

てくる何千もの手紙

に，「ジュリエット・

クラブ」の人たちが返

事を書いていることを

読み取る 

・「ジュリエット・ク

ラブ」の秘書たちはた

だ共感と常識に基づい

て返事を書いていると

いうが，彼女たちから

の助言で行動を起こす

相談者もいることを読

み取る。 

・ジュリエットに手紙

を書く慣習の起源と，

なぜ多くの人々が彼女

を助言者として選び続

けているのかを読み取

る。 

・セクションごとに、サ

マリーチャートを使い

ながら、本文内容の概

要を把握する。 

・『ロミオとジュリエ

ット』のヒロイン，

ジュリエット宛に送

られてくる何千もの

手紙に，「ジュリエッ

ト・クラブ」の人た

ちが返事を書いてい

ることを読み取るこ

とができる 

・「ジュリエット・ク

ラブ」の秘書たちは

ただ共感と常識に基

づいて返事を書いて

いるというが，彼女

たちからの助言で行

動を起こす相談者も

いることを読み取る

ことができる。 

・ジュリエットに手

紙を書く慣習の起源

と，なぜ多くの人々

が彼女を助言者とし

て選び続けているの

かを読み取るができ

る。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・形式主語①（to 不定
詞） 
・否定の主語 

・形式主語②（that 節） 

・本文で用いられている

意味や用法を確認す

る。 

各文法事項の用法を
正確に理解し，適切に
使うことができる 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆答テ

ストにおいて、知

識が身についてい

るかを判断する。 

Lesson 4 

( 10 時間) 

ねぶた祭りにつ

いての説明を読

み，その魅力や

祭りに関わる人

たちの思いを理

解する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら音読や会話を続

ける。 

・セクションごとに音読

したり内容に対する感

想や意見について話

し、ペアで伝え合う。 

・ペアワークについ

て、お互いに協力

しながら、音読や

会話を続けてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・教科書の要約などを

使って、レッスンの

要約が書け、口頭で

リプロダクションで

きるようにする。 

・自分がおもしろいと

思う祭りについて調

べる。 

・教科書の要約などを利

用して、ペアでセクシ

ョンごとに概要を把握

し伝え合う 

・イラストを使って，ジュリ

エットに悩みを相談し合

う 

・この単元で学んだ語

句や表現を用いて読

んだ内容に基づいて、

説明できる。 

・自分がおもしろいと思

う祭りについて調べ

て表に整理し，発表

することができる。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・自分がおもしろいと

思う祭りについて発

表し、その内容を

取り組み状況の判

断材料として活用

する。 



  

「外国語理解の能力」 

・ねぶた祭りとはいつ

どこで行われ，ねぶ

たという言葉が何を

意味し，祭りの最大

の見所である山車が

何を題材としている

かを読み取る。 

・ねぶた祭りにハネト

として参加するには

どうしたらよいか，

かけ声や踊り方はど

うするか，ハネトの

鈴にまつわる話とは

何かを読み取る。 

・ねぶたの山車は，ね

ぶた師の監修のもと

でどのように作られ

るか，また女性初の

ねぶた師となった北

村さんの活躍や思い

を読み取る。 

・セクションごとに、サ

マリーチャートを使い

ながら、本文内容の概

要を把握する。 

・ねぶた祭りとはい

つどこで行われ，

ねぶたという言葉

が何を意味し，祭

りの最大の見所で

ある山車が何を題

材としているかを

読み取ることがで

きる。 

・ねぶた祭りにハネ

トとして参加する

にはどうしたらよ

いか，かけ声や踊

り方はどうする

か，ハネトの鈴に

まつわる話とは何

かを読み取ること

ができる。 

・ねぶたの山車は，

ねぶた師の監修の

もとでどのように

作られるか，また

女性初のねぶた師

となった北村さん

の活躍や思いを読

み取ることができ

る。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解を問う出

題により、内容理

解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

助動詞 may（推量）

must（強い推量） 

seem＋to 不定詞 

助動詞＋完了形。 

・本文で用いられている

意味や用法を確認す

る。 

助動詞 may（推量），
must（強い推量）の
用法を理解してい

る。 
＜seem＋to 不定詞＞
の用法を理解してい

る。 
＜助動詞＋完了形＞
の用法を理解してい

る。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆答テ

ストにおいて、知

識が身についてい

るかを判断する。 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 5 

( 10 時間) 

劣悪な環境で働

いていた子ども

たちが，音楽を

学ぶことで自ら

の夢や希望を見

いだしていく過

程を読む。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら音読や会話を続

ける。 

・セクションごとに音読

したり内容に対する感

想や意見について話

し、ペアで伝え合う。 

・ペアワークについ

て、お互いに協力

しながら、音読や

会話を続けてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・教科書の要約などを

使って、レッスンの

要約が書け、口頭で

リプロダクションで

きるようにする。 

・教科書の要約などを利

用して、ペアでセクシ

ョンごとに概要を把握

し伝え合う。 

・イラストを使って

本文の内容を英語

で説明することが

できる。 

・教科書の Story 

Review のパートを

利用して言語活動

を観察する。 

 

「外国語理解の能力」 

スラム街にあるごみ埋

立地で大勢がごみをあ

さる様子や，学校も満

足に通えず犯罪と隣り

合わせの子どもたちの

様子を目にしたファビ

オの心情を読み取る。 

・セクションごとに、サ

マリーチャートを使い

ながら、本文内容の概

要を把握する。 

音楽を通じて変わっ

た子どもたちの意識

や，学校に結成され

たオーケストラで世

界中を演奏して回る

ファビオと子どもた

ちの活躍を読み取る

ことができる。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在完了進行形 

・現在完了形の受け身 

・過去完了進行形 

・本文で用いられている

意味や用法を確認す

る。 

・現在完了進行形の用
法を理解している。 

・現在完了形の受け身

の用法を理解して
いる。 

・過去完了進行形の用

法を理解している。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆答テ

ストにおいて、知

識が身についてい

るかを判断する。 

Lesson 6 

( 11 時間) 

カーレースの世

界に飛び込み，

さまざまな壁を

乗り越えてきた

井原慶子さんの

話を読んで，彼

女の経歴や信条

を理解する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら音読や会話を続

ける。 

・セクションごとに音読

したり内容に対する感

想や意見について話

し、ペアで伝え合う。 

・ペアワークについ

て、お互いに協力

しながら、音読や

会話を続けてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・教科書の要約などを

使って、レッスンの

要約が書け、口頭で

リプロダクションで

きるようにする。 

・スポーツ選手につい

て質問をし，その人

が誰なのかを当てる 

・教科書の要約などを利

用して、ペアでセクシ

ョンごとに概要を把握

し伝え合う。 

・一人があるスポーツ選

手になりきり，ほかの

人たちが質問をしてそ

の人物名を当てる 

・井原慶子さんのカ

ーレーサーとして

の経歴について説

明することができ

る。 

・一人があるスポー

ツ選手になりき

り，ほかの人たち

が質問をしてその

人物名を当てるや

りとりを行うこと

ができる。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

・大学生のときにサー

キットで体感した経

験からカーレーサー

を目指す井原慶子さ

んが，プロへの道の

厳しい現実を痛感す

る様子を読み取る。 

・慶子さんがチームメ

ートに接して自分の

英語力を高め，それ

がレース成績の向上

につながり，女性初

の表彰台という成績

を残すまでになった

ことを読み取る 

・セクションごとに、サ

マリーチャートを使い

ながら、本文内容の概

要を把握する。 

・大学生のときにサ

ーキットで体感し

た経験からカーレ

ーサーを目指す井

原慶子さんが，プ

ロへの道の厳しい

現実を痛感する様

子を読み取ること

ができる。 

・慶子さんがチーム

メートに接して自

分の英語力を高

め，それがレース

成績の向上につな

がり，女性初の表

彰台という成績を

・定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解を問う出

題により、内容理

解ができているか

を判断する。 



 

  

残すまでになった

ことを読み取るこ

とができる。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・S＋V（＝be 動詞）＋C
（＝that などで始まる節）

の用法を理解する。 
・形式目的語①（that 節）
の用法を理解する。 

・形式目的語②（to 不定
詞）の用法を理解する。 

・本文で用いられている

意味や用法を確認す

る。 

・S＋V（＝be 動詞）＋C
（＝that などで始まる

節）の用法を理解して
いる。 
・形式目的語①（that

節）の用法を理解して
いる。 
・形式目的語②（to 不

定詞）の用法を理解し
ている。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆答テ

ストにおいて、知

識が身についてい

るかを判断する。 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 7 
( 11 時間) 

ハロウィーンに

まつわるシンボ

ルについての説

明を読んで，こ

の風習の起源を

探る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら音読や会話を続

ける。 

・セクションごとに音読

したり内容に対する感

想や意見について話

し、ペアで伝え合う。 

・ペアワークについ

て、お互いに協力

しながら、音読や

会話を続けてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・教科書の要約などを

使って、レッスンの

要約が書け、口頭で

リプロダクションで

きるようにする。 

・観光客と観光案内員

の役になり，対話を

演じる。 

・教科書の要約などを利

用して、ペアでセクシ

ョンごとに概要を把握

し伝え合う。 

・観光客と観光案内員の

役になり，対話を作り

演じる。 

・観光客と観光案内

員の役になり，対

話を作り演じるこ

とができる。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

・ハロウィーンは，独

特の飾り付けや仮装な

どをするアメリカでは

欠かせない行事である

ことを読み取る。 

・カボチャのちょうち

んはアイルランド民話

に起源があり，アイル

ランド移民がアメリカ

に来てから元来のカブ

ではなくカボチャを使

い始めたことを読み取

る。 

・ハロウィーンは伝統的

なアイルランドの祭り

に起源があり，仮装は

古代アイルランド人が

悪霊から身を守ること

を目的としていた。 

・仮装した子どもたちが

お菓子をもらいに近隣

を回る慣習は，かつて

ヨーロッパで行われて

いたとされる死者の霊

をなだめる古い慣習か

ら発展した。 

・ハロウィーンは，

独特の飾り付けや仮

装などをするアメリ

カでは欠かせない行

事であることを読み

取り，この慣習の始

まりやシンボルの意

味について興味を深

めることができる。 

・ 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞 
・前置詞＋関係代名詞 
・関係副詞 

・関係詞の非制限用法 

・本文で用いられている

意味や用法を確認す

る。 

・関係代名詞、関係副
詞の意味や用法を理
解している。 

 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆答テ

ストにおいて、知

識が身についてい

るかを判断する。 

Lesson 8 
( 11 時
間) 

ロボット研究者

の古田貴之さん

の人生について

読み，彼の夢や

ロボット研究に

まつわる思いを

理解する。。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら音読や会話を続

ける。 

・セクションごとに音読

したり内容に対する感

想や意見について話

し、ペアで伝え合う。 

・ペアワークについ

て、お互いに協力

しながら、音読や

会話を続けてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・教科書の要約などを

使って、レッスンの

要約が書け、口頭で

リプロダクションで

きるようにする。 

・リスト内の職業や興

味のある職業につい

て調べる。 

・教科書の要約などを利

用して、ペアでセクシ

ョンごとに概要を把握

し伝え合う。 

・リスト内の職業や興味

のある職業について調

べて表にまとめる。 

・この単元で学んだ

語句や表現を用い

て、呼んだ内容に

基づいて、古田貴

之さんの人生につ

いて説明する。 

・リスト内の職業や

興味のある職業に

ついて調べて表に

まとめ，発表する

ことができる。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

・古田貴之さんは幼少

期に，アトムを作っ

た天馬博士に感動し

てロボット工学研究

者になることを夢見

るが，14 歳で車椅子

生活を余儀なくされ

たことを読む。 

・福島第一原発の内部

・セクションごとに、サ

マリーチャートを使い

ながら、本文内容の概

要を把握する。 

・ロボット工学に携

わる古田貴之さん

の人生について読

み，彼の夢やロボ

ット研究にまつわ

る思いを理解でき

る。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解を問う出

題により、内容理

解ができているか

を判断する。 



  

調査で活躍したロボ

ットや，生活様式に

対応し支援できるロ

ボットの開発など，

貴之さんや fuRo の

取り組みを読み取

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・分詞構文（現在分詞）

の用法を理解している。 
・分詞構文（過去分詞）
の用法を理解している。 

・完了形の分詞構文の
用法を理解している。 
・付帯状況を表すwith の

用法を理解している。 

・本文で用いられている

意味や用法を確認す

る。 

・分詞構文、付帯状

況を表す with の用

法を理解している 

・ 言語の使用場面

と働きを意識し

た定期テストの

筆答テストにお

いて、知識が身

についているか

を判断する。 

 

 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 9 

( 11 時間) 

雪の結晶に魅せ

られて以来，生

涯にわたって結

晶を撮影し続け

たベントレーの

伝記を読む。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら音読や会話を続

ける。 

・セクションごとに音読

したり内容に対する感

想や意見について話

し、ペアで伝え合う。 

・ペアワークについ

て、お互いに協力

しながら、音読や

会話を続けてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・教科書の要約などを

使って、レッスンの

要約が書け、口頭で

リプロダクションで

きるようにする。 

・自分の趣味を発表す

る。 

・教科書の要約などを利

用して、ペアでセクシ

ョンごとに概要を把握

し伝え合う。 

・自分の趣味と，その趣

味が好きな理由を表に

まとめ，発表する。 

・イラストを使って

本文の内容を説明

することができ

る。 

・自分の趣味と，そ

の趣味が好きな理

由を表にまとめ，

発表することがで

きる。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

・子どものころウィリ

ーは雪を捕まえては雪

の結晶を観察し，その

美しさをほかの人たち

と分かち合うため描こ

うとしたがうまくいか

なかったことを読み取

る。 

・晩年にウィリーは写

真の本を出版して科学

者たちに影響を与えた

が，吹雪での撮影が原

因で他界し，彼の功績

は記念碑に刻まれ後生

に伝えられていること

を読み取る。 

・関連ある資料を提示し

ながら、ローズ・オニ

ールの人物像，時代背

景理解する。 

・雪の結晶に魅せら

れて以来，生涯に

わたって結晶を撮

影し続けたベント

レーの人生を理解

することができ

る。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・仮定法過去 
・wish＋仮定法過去 

・仮定法過去完了 

・本文で用いられている

意味や用法を確認す

る。 

・仮定法過去の用法を
理解している 

 
 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆答テ

ストにおいて、知

識が身についてい

るかを判断する。 

Lesson 10 

( 11 時間) 

19 世紀に浮世

絵がヨーロッパ

の人々に与えた

影響について読

み，日本と海外

の文化の違いや

関係を理解す

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら音読や会話を続

ける。 

・セクションごとに音読

したり内容に対する感

想や意見について話

し、ペアで伝え合う。 

・ペアワークについ

て、お互いに協力

しながら、音読や

会話を続けてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・教科書の要約などを

使って、レッスンの

要約が書け、口頭で

リプロダクションで

きるようにする。 

 

・教科書の要約などを利

用して、ペアでセクシ

ョンごとに概要を把握

し伝え合う。 

 

・イラストを使って

本文の内容を英語

で説明することが

できる。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

・1856 年にあるフラ

ンス人芸術家が偶然目

にした日本の木版画に

関心を寄せ，友人の若

手芸術家たちに見せる

と，彼らもその「浮世

絵」に魅せられたとい

う経緯を読み取る。 

・浮世絵の色合いやポ

・セクションごとに、サ

マリーチャートを使い

ながら、本文内容の概

要を把握する。 

・フランスで開かれ

ているジャパンエ

キスポへの来訪者

数が示すように，

現代の日本の大衆

文化の人気は高

く，世界の若者に

自己表現の機会を

与えていることを

・定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解を問う出

題により、内容理

解ができているか

を判断する。 



 

 

 

 

 

 

ーズ，テーマはフラン

スの若手芸術家「印象

派」たちに影響を与

え，彼らは当時のヨー

ロッパ芸術に新風を吹

き込んだことを読み取

る。 

読み取ることがで

きる。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・準否定語 

・さまざまな比較表現
① 
・さまざまな比較表現

② 

・本文で用いられている

意味や用法を確認す

る。 

・準否定語 

・さまざまな比較表
現① 
・さまざまな比較表現

② 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆答テ

ストにおいて、知

識が身についてい

るかを判断する。 


